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研究成果概要 
本年度は、昨年度から継続した物理研究と論文執筆の活動の成果として以下の初期結果

を公表した。 
l XMASS-I で得られた全データの解析を行い、暗黒物質由来の季節変動（原子核反跳

のみならず、制動輻射効果やミグダル効果を取り入れた結果）を探索する解析と、

有効体積中のバックグラウンドからの超過を探索する解析をおこなってきた。結果

としては、有意な季節変動は見られず、かつ有効体積中の期待されるバックグラウ

ンドからの超過も見られなかった。それに基づいて、XMASS-I から得られる最終の

探索結果を得た。 
これを現在論文としてまとめ、出版する計画を進めている。これは XMASS のデータの

集大成としての意義がある。 
また、以下の論文執筆も完成へ向けて進捗を得てきている。 
l 136Xe による 0n4b現象の探索 
ニュートリノが伴わない 4 つのベータ線の発生の可能性。ニュートリノがディラッ

ク型でも発生すると考えられている。 
2021 年度はコロナ禍のため研究集会が開催できなかったが、状況が改善次第神岡施設

での打ち合わせ、コラボレーションミィーティング等を行うため経費を繰り越した。 
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